












池田（2012）は , 卒業後 5 年間でおよそ 5 割の幼稚園







がる多忙さに加え , 不規則な休み , 低い給与 , キャリ
ア発達を望めない階級構造等の問題が指摘されている
（伊藤・林・小山 ,2004）。また , 幼稚園教諭の早期離職
は , 職場の労働条件 , 人間関係 , やりがいの問題が背景
にあり , そこに女性のライフサイクル , 中堅のキャリ
ア変化などの問題が重なることが指摘されている（川
俣 ,2007）。
  一方 , 廣川（2008）は , 保育者の短期離職の問題ばか
りが取り上げられ , なぜ継続的な勤務が可能なのかと
いう側面には目が向けられていないという問題点を指
摘し , 上村（2011）は , 保育士の精神的健康と関連する
保育士の要因としてレジリエンス（ソーシャルサポー
ト , 自己効力感 , 社会性）を挙げている。また , 井邑
（2014）は , 保育者養成校の学生においても , 品格の高
い学生ほど生活充実感を感じる事を示した。品格とは ,
近年ポジティブ心理学において頻繁に取り上げられて
いるもので ,Peterson & Seligman（2004）が ,6 領域（知
恵と知識 , 勇気 , 人間性 , 正義 , 節度 , 超越性）,24 種類
の品格を提出して以来 , 品格が精神的健康にポジティ
ブな影響を及ぼす事が報告されている（e.g., Brdar & 
Kashdan, 2010）。阪木ら（2016）は保育者養成校の卒
業を控えた学生を対象に , 品格（個人が持つ強み）が




唆した。また , 追跡調査を実施したところ , 保育者養成
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保育所で継続的に働いている 3 から 7 年目の保育士









KH Coder を使用し , 調査項目①と②それぞれの出現
数 10 回以上の頻出語の分析 , 出現パターンの似通った
語の組み合わせにどのようなものがあったかを探索す
るため階層的クラスター分析（最小出現数 10,ward 法 ,
クラスター数 7）, 出現の程度が強い語を線で結ぶ抽出






ある。出現数が 10 回以上は 76 語であった。「子ども」
と「子ども達」を合わせると出現数は約 600 回であり ,
保育士が働くにあたって主となる対象が子どもである











抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数
子ども 487 毎日 37 様々 20 子 12
成長 353 間近 33 感動 19 子育て 12
感じる 196 姿 33 喜ぶ 19 持つ 12
出来る 133 近く 32 多い 19 側 12
見る 114 嬉しい 26 関わり 18 沢山 12
子ども達 102 達成 26 気持ち 18 発達 12
自分 95 感謝 25 経験 17 共感 11
笑顔 92 行事 25 職業 16 大切 11
思う 74 人 25 考える 15 担任 11
一緒 58 大好き 25 大変 15 過ごす 10
見れる 58 良い 25 知る 15 会う 10
保護者 55 毎日 23 頑張る 14 呼ぶ 10
関わる 48 たくさん 22 共有 14 好き 10
言う 45 自身 22 言葉 14 思える 10
先生 45 身近 21 卒園 14 充実 10
日々 44 保育 21 幸せ 13 笑う 10
仕事 40 見守る 20 少し 13 心 10
楽しい 38 元気 20 クラス 12 親 10





共有 , 共感できる」「様々な発達を知り , 学ぶことがで
きる」「保育士との仕事での関わりが良い」などがあ
げられる。保育者として , 子どもの成長を目の当たり









第 1 のクラスターは ,「大切」「思える」「親」「気持ち」
「人」の語のまとまりであり ,「親の気持ちを大切に思う」
と統合できる。
第 2 のクラスターは ,「出来る」「子ども達」「見る」「笑
顔」などの語のまとまりであり ,「子どもたちの笑顔を
見ることができる」と統合できる。






第 5 のクラスターは ,「自分」「関わる」「仕事」「毎日」
などの語のまとまりであり ,「自分自身の関わりや経験」
と統合できる。
第 6 のクラスターは ,「子ども」「成長」「感じる」の
語のまとまりであり ,「子供の成長を感じる」と統合で
きる。





1,7 クラスター）に関する要素 , そして「自分」の経験


































第 1 のクラスターは ,「環境」「働く」「今」「良い」の
語のまとまりであり ,「働く環境が今はよい」と統合で
きる。




　第 3 クラスターは ,「会う」「卒園児」「来る」の語の
まとまりであり ,「園に卒園児が合いに来る」と統合で
きる。












　第 6 クラスターは ,「卒園」「子」「クラス」「持つ」「式」
の語のまとまりであり ,「卒園式までクラスの子を受け
持つ」と統合できる。
　第 7 クラスターは ,「子ども」「する」「成長」「続ける」
などの語のまとまりであり ,「子どもの成長する姿を見
抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数
子ども 269 仕事 49 毎日 20 たくさん 12
思う 153 楽しい 48 関わる 19 少し 12
成長 140 クラス 47 見れる 19 先輩 12
見る 115 行事 42 大変 19 頂く 12
先生 108 担任 37 良い 19 式 11
言う 100 保育士 36 今 18 信頼 11
保護者 100 嬉しい 31 思える 18 卒園児 11
感じる 90 日々 30 保育園 18 １つ 10
子ども達 79 一緒 29 見守る 17 会う 10
続ける 66 言葉 29 好き 16 環境 10
自分 60 頑張る 27 来る 16 見届ける 10
子 58 感謝 26 他 15 元気 10
姿 55 達成 24 多い 15 呼ぶ 10
笑顔 55 大好き 22 考える 14 出来事 10
卒園 55 園 21 働く 14 担当 10
出来る 53 持つ 21 過ごす 13 年長 10

















































付記　本研究は , 平成 28 年度保育士養成協議会
ブロック研究助成金の交付を受けて行われた。
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